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 伊藤広規 「旅と人と音楽と」 

（第３６回 2018．7．4．OA） 

 

 

【第３６回オープニング】 

みなさんこんばんは。ベーシストの伊藤広規です。 

レインボータウンFM、伊藤広規「旅と人と音楽と」今夜は第３６回目！ 

それでは行ってみましょう！ 

 

【説明１】 

この番組は、周波数７９．２メガヘルツ「レインボータウンFM」から江東区を中心に、その周辺のエリアにお届けしてい

ます。 

サイマルラジオ、リスラジなどのインターネットラジオなら、日本のみならず世界中でお聞きいただけます。 

 

【トーク1】 

もうすぐ七夕ですね。 

今日はこの曲 斉藤和義、小田原豊、伊藤広規のスリーピースバンド「セブン」 

1999年アルバム「セブン」から「wet song」 

 

【曲途中】 

この「セブン」は、斉藤和義、ドラム小田原豊、そして私、伊藤広規の3人バンドです。 

このアルバムは、ニューヨークに行ってマスタリングして来ました。自分は初ニューヨークで、行って見たら何だか俺の街

でしたね！ 

行ったスタジオは「マスターディスク,ニューヨーク」というすごい有名なマスタリングスタジオで、ジミヘン、ザフー、ツ

ェッペリン、ローリングストーンズ、スティーリー・ダン、ポリス、U2、ビリージョエル、ニルバーナー、ビョーク、そ

の他諸  々。 

超一級品のマスタリングを手掛けてるスタジオです。 

その時のエンジニアのアンディのセンスと作業の速さにはビックリしました。 

たかが２トラックmixなんですが、音の変貌の凄さ！ 

例えば、5cmのスピーカーから鳴っているような音が1mのスピーカーから鳴っているようにもなるんですよ～。 

見る見る間に2～3時間くらいでフルアルバムのマスタリングが出来上がりました。 

それで用は終わったんですが一週間ほどNYの街を楽しんできてました。 

泊まりは5つ星のグラマシーパークホテル、あのブライアンイーノが定宿にしているホテルだそうです。 

NYの街を歩くは歩くは、地下鉄にも乗ったんですが、自転車があれば殆ど回れる街ですね。 

ライブハウスにも行ったんですが、街を歩くの方が楽しくて、ライブもそこそこに。中華街、イタリア街、そしてラテンの

野外イベントを見に、地下鉄に乗ってニュージャージーに行くと、駅前の半分オープンな店でオヤジのロックバンド！いや

ー、カッコよくて。 

聞いてみたら、ブルーススプリングスティーンのバンド仲間系列だったという事で。びっくりしました。 

 

《間》 

6月の最高の陽気の時にいったので、空気も良く、歩くに抜群な季節でしたね～。 

道端にフルーツ屋さんがありまして日本で買うと高いレーニアというさくらんぼがあって、安い！旨い！ 

それとドリアンが売ってたんで、つい買ってしまって、臭くて嫌がる人が多いらしいんですが、自分としてはマァマァ臭い

と思うくらいで、これが旨いんですよねー。 

ちゃんと後片付けしたんでホテルから苦情は来ませんでした。 

それと中華街のある店の店頭で売ってる揚げパン！ 

あまりに旨くて二日に一回は買いに行ってたので、オヤジと顔見知りになりました 

ニューヨークでただ、一点、悔しかったのが、しゅうゆラーメンが何処もまずかった。でもそれ以外は全部旨かった！ 

 

《間》 

3人なのに「セブン」って、変でしょ。斉藤くんが、ウルトラセブンとか、マイルドセブンとか、ナントカセブン という

バンドを作りたかったって言うので、その「ナントカ」なしで、ただの セブン にしようと言う事でセブンになりました。 



わたしは勝手に7月7日はセブンの日なんて決めてて、七夕近くの今夜、また  セブン がしたいなぁとの短冊に願いを込

めるように、今日のラジオでかけてみる事にしたんです。 

 

今週は倉敷、周南、松江へのツアーの旅に来ています。この辺りも旨いものが多い。 

来週は東京に戻りますが、まだまだ旅は続きます。 

 

《曲終わり》 

 

【エンディング 短い】 

さて、今週の伊藤広規 旅と人と音楽と。みなさんいかがでしたでしょうか？ 

この番組への感想や私へのメッセージなど、伊藤広規『旅と人と音楽と』公式サイトからいただけるととっても嬉しいです。 

URLはKokiradio.net（コーキレディオドットネット）、アルファベットでケーオーケーアイ   アールエーディーアイオー   

ドットネットです。 

 

メッセージをくださった方の中から毎月１名さまに、広規ラジオ 特製グッズプレゼント！ 

6月のプレゼント当選者は、ラジオネーム「キミちゃん」 

おめでとうございます～！ 

 

では、来週も水曜日 

この時間に！ 

《間》 

伊藤広規でした。 


